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２０２０年度の初頭に当たって  
 

牛久市シルバー人材センター 

       理事長  根岸幹和 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我が国においては少子高齢化が進み、人口は

2008年をピークに減少に転じています。人口

が減れば、当然労働力不足となります。国の成

長力を確保していく為には、働く意欲と能力の

あるすべての高齢者が年齢にかかわりなく活躍

し続ける「生涯現役社会」を実現することがま

すます重要となってきています。 
 

このような状況の中で、政府は 70歳までの

就業機会確保のうたい文句を掲げ、意欲ある高

齢者が長く働け、社会の支え手に回っていける

ような仕組みを造り上げようとしています。 

このための政策が「働き方改革」です。 
 

働き方改革は「長時間労働の是正」「正規・

非正規の不合理な処遇差の解消」「多様な働き

方の実現」という 3本の柱から成っています。 

人生 100年時代を迎え、企業もこれに呼応し、

定年延長や再雇用、あるいは再就職支援などの

選択肢を用意し､高齢者の活躍の場を広げ、待

ち受けるという体制にあります。 

しかし､これが牛久市シルバー人材センター

（以下、「センター」と言う）にとってはかえ

って､逆風ともなりかねません。センターに 

加入する対象者が先延ばし状態になり、入会 

年齢がますます高齢化するわけで、センター 

の最大課題である会員数確保･拡大にはブレ

ーキのかかる状態になりかねません。センタ

ーは高齢者に就業機会を提供し、健康と生き

がいを作り出す、という基本的な考え方を持

っているわけで、地域生活支援の拠点となり

うる､組織を作り上げるためにも会員数の拡

大は絶対的必要事項であります。 
 

この点から、センターに求められている 

2020 年度の基本的課題は 

①  会員数の確保・拡大 

②  高齢者に適合した就業先の開拓 

③ 高齢化に対応した会員環境の見直しであ

り、課題を達成させるポイントは高齢者に優

しい居場所をつくること。新たな視点に立

ち､高齢者が働きやすく､居心地よい､新しい

タイプのセンター会員制度を打ち立てていく

ことにあります。この目標に向け、私たちセ

ンターは共働・共助の精神とともに、全員が

一丸となって明日のセンターのために進んで

いかなければなりません。 

 令和 2年 3月 1 日 発行 
 
牛久市シルバー人材センター 

広報委員会 

     牛久市女化町 859-3 

     電話 029-871-1468 

      e-mail usiku@sjc.ne.jp 

74号 

ホームページ：牛久市シルバー人材センター：URL  https://www/ushiku-sc/or.jp/ 
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事業委員会 

専門委員会活動報告 

広報委員会 

理事会審議事項報告 

 

1. 新入会員研修テキストの「はじめ」の章を目次から 

外し構成を一部修正のうえ、昨年 12月の研修から 

適用しました。 

2. 10月 6日（日）午前 11時～ファミリーレストラン 

「華屋与兵衛」にて会員の懇親会を開催しました。 

 参加された 22名の皆さんは互いに楽しいひと時を 

過ごしました。 

3. 街路清掃ボランティアは、昨年 4月～12月の間、 

累計 131名(牛久駅 97名・ひたち野うしく駅 34名) 

の方が活動しました。 

 

総務委員会 

 

1. 11 月 10 日しあわせ見本市に参加して、会員募

集チラシ配布とカッパ箸製作を実施しました。 

2. 各施設に配布している会員募集チラシの設置場

所の確認をしました。 

3. 行政区にて、会員募集の説明会を実施しました。 

① 令和元年 11 月 2 日 下町行政区 

② 令和元年 12 月 7 日 刈谷行政区 

③ 令和 2 年 2 月 2 日   神谷行政区 

事業委員会 

 

第 3回理事会が令和元年 10 月 24 日開催され

下記の議事審議･承認されるとともに定例報

告がされました。 
 

1. [承認事項] 

（1）令和元年 10 月 1 日より消費税改定に 

よる配分金改定（案）について承認さ

れました。  

2. [報告事項]  (1) 令和元年度事業経過報告 

     （令和元年 8 月～令和元年 9 月） 

(2) 会員状況報告 (3) 新規就業先報告 

(4) 各委員会活動報告 

 

1. 令和元年12月12日（木）就業現場安全 

パトロールの実施を行いました。  

     理事長・副理事長・常務理事・総務・ 

安全委員で、剪定作業現場他を安全パト

ロールし、事故防止・安全作業をお願い

しました。               

2. 令和元年12月、自転車運転安全講習会 

［2月19日（木）］実施のお知らせを 

作成しました。 

3．令和2年1月 シルバーだより（3月号）

に掲載の「安全委員会だより」の作成

をしました。 

安全委員会 

 

1. シルバーだより令和元年 11 月 1 日 

「特集号」として、情報公開に関する 

アンケート集計結果を掲載しました。 

2. 「会員募集キャラバン」で配布する 

「センターの案内書」を作成し、神谷 

行政区から配布をはじめました。（2 月） 

3. ホームページは適宜に、更新しています。 

広 報 委 員 会 

 

第 4 回理事会が令和元年 12 月 20 日開催され

代表委員から活動報告されました。 

 

1. [報告事項] 

(1) 茨城労働局の監査報告 

(2) 令和元年度事業経過報告 

（令和元年 10 月～令和元年 11 月） 

(3) 会員状況報告   

(4) 新規就業先報告 

(5) 各委員会活動報告 
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「安全就業・事故０をめざして」 
 

  令和元年度、安全就業の取り組みご協力ありがとうございました。 

当センターにおける令和元年度の事故は 13件「傷害事故９件、損害事故４件」発生 

 （令和 2年 1月末現在）、対前年９件増となっております。重篤事故（入院 1か月以上） 

には至っておりませんが、一歩間違うと重篤事故につながります。   

                  

 
会員の皆さま、よくご存知の【ハインリッヒの法則】 

 

  「ヒヤリ・ハット」よく使われる言葉ですが、ヒヤリ・ハットは「重大な災害や 

事故に至らなかったものの、直結してもおかしくない、一歩手前のヒヤリとした、 

ハットした事例」のことです。 
 

1 件の重大事故・災害の背景には、29件の軽微の事故・災害があり、その背景には 

300 件の異常があるという労働災害に対する経験則のひとつです。 

 

◇アメリカの損害保険会社で、技術・調査に 

携わっていたハーバード・ウィリアム・ 

ハインリッヒが、1929年に論文の中で発表し 

たことから「ハインリッヒの法則」と呼ばれて 

います。 

 

   ◇ヒヤリ・ハットの更なる背景には・・・ 

事故には至っていないヒヤリ・ハットの背景にはさらに多くの『不安全行動』 

『不安全状態』が存在していると言われています。 

※会員の皆さま「安全就業」で事故防止に努めましょう。 

令和元年度は、傷害事故が非常に多く発生しています。報告されていない、 

軽微な事故・災害等を考え、 シルバーだより60号を再度、掲載しました。                                       

  

 

○ 脚立作業 面倒がらずに 安全帯       「会員番号 １６９０ 中島 正幸」 

○ 気づかい 譲りあい 思いやり        「会員番号 １９９２ 鈴木 道和」 

○ 心がわり 当日作業 再確認         「会員番号 １９７４ 渋谷  博」 

○ 災害０は みんなの願い みんなの笑顔    「会員番号 １７５０ 松川 敏男」 

○ 交差点  早い右 左折表示で 流れスムーズ 「会員番号 １１７２ 山本 行雄」

 

安 全 委 員 会 だ よ り 
足もと確保 
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令和 2年 3月 1日 

会員のみなさまへ 

事業委員会 

日頃は、シルバー人材センターの運営に        多大なご支援とご協力いただきありがとう 

ございます。当センターでは現在、更なる         事業の拡充に向け会員の増員に取り組ん  

でおります。皆さまの知人・友人・隣人等の中から、高齢者に相応しいお仕事を希望され、そして収入

を得て又、同好会等を通してシニアライフを一緒に楽しんでみたいと、お考えの方がおられましたら、

是非当センターを紹介いただきたくよろしくお願い致します。 

尚、今回は、特別キャンペーンとして実施しますので、ご紹介いただいた会員さんには粗品を進呈 

致します。          連絡先： 事務局 電話 871-1468 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   会員番号：1944 清水治郎 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

  

 

 

 

          

          

          

    

             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遅ればせながら自己紹介です 

 

作品を募集しています 

会員の皆様、「会員の広場」に、投稿してみませんか。俳句・短歌・川柳・愉快なトーク、 

自慢話、写真などを募集しています。ペンネームでもよろしいですよ。 

皆様からの投稿をお待ちしております。（郵送・FAX 又は E メールで） 
 

＜締め切り日：5 月 15 日＞ 
 

連絡先、事務局 TEL 871-1468  FAX 871-0800 e-mail： usiku@sjc.ne.jp 
 

 

定年後、シルバー人材センター事務局に勤

務させていただくようになり早 2年が経過し

ました。（当年とって 64歳です。）現在は週

数日の勤務で植木剪定作業の受注書類作成・

脚立等の運搬手配・作業後の伝票処理。除草

作業（機械刈り）の受注書類作成・作業後の

伝票処理。除草作業（手作業）の受注調整・

現場への作業員送迎・作業後の伝票処理。そ

して、月末と月初めにはシルバー会員の皆様 

 

が勤務されている各企業への作業日報回収 

業務を行っております。 

直接お会いする会員の方も多いですが、多数

の会員さんの書類を運ぶことも仕事なので、

間接的には多くの皆さんに関わらせていただ

いておりますし、お世話になっております。 

シルバー人材センター事務局にお越しの際

は、どうぞお気軽に声を掛けてください。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

mailto:usiku@sjc.ne.jp
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＜会員の動き 平成 31年 4月～令和 2年 1月まで＞ 
 

会員数 : 500 名 （1月末現在） 

  （男性 399名 女性 101名） 

   

●提出をお願いします 

健康診断結果のデータ（年 1回） 

健康保険証のコピー（更新の都度） 

運転免許証のコピー（更新の都度） 

   

新入会員：40名 

（男性 24 名 女性 16名） 

                                   

  ●会費納入 

3月分配分金通知に、「会費納入通知」を

同封します。 

通知が届き次第、納入をお願い致します。 
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勤務先 就業内容 就業時間 単価 担当者 

老人福祉施設 

(女化町) 
屋内作業 

13 時～19 時  

週 2～3 日  休憩 1 時間 
865 円/時間 河村 

ＪＡ農協 

(小坂町) 

大根洗浄作業 

4～6 月・10～12 月 

9 時～18 時 休憩有 

週 2～3 日 
865 円/時間 佐野 

地域安全パトロール

(市内全域) 

青色防犯パトロール 

カーに乗って市内を巡回 

13 時 30 分～22 時 

週 2～3 日 休憩１時間 
866 円/時間 河村 

総合福祉センター

(女化町) 
清掃作業 

10 時～17 時 30 分 

週 2～3 日  休憩 1 時間  
866 円/時間 和出 

西尾レントオール 

(桂町工業団地内) 
剪定・除草作業 

8 時 45 分～15 時   

週 2～3 日 休憩 1 時間 

865 円/時間 

交通費有 
宮本 

淡路技建【派遣】 

（つくば市牧園） 
製品の箱詰め・検品 

9 時～17 時   

週 2～3 日  休憩 1 時間 

850 円/時間 

交通費有 
戸田 

一般家庭の 

除草作業 
除草作業 

現場によって変動します 

月～金 
1,084 円/時間 戸田 

求人情報は日々変動しますので、詳細は事務局までお問い合わせください。事務局 029-871-1468 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  ホームページは、「牛久市シルバー人材センター」で検索してください。 

請負・派遣 就業会員募集コーナー 

＜体調管理について＞ 

体調が思わしくない場合は、会員同士で交代

をお願いし、早めの対応をお願い致します。 

手洗い、うがい等予防を徹底し、インフルエンザ、

新型コロナウイルス等の感染症の疑いがある場合

は、風邪と自己判断せず医療機関を必ず受診し

て下さい。感染の拡大防止の為、無理な就業は

絶対に控えて下さい。感染が確定した場合は、医

療機関の指示に従い療養に努め、速やかに事務

局までご連絡下さい。 

＜清掃及びトイレ清掃対応可能な方募集中＞ 

男性、女性ともに対応可能な方が少なく、積

極的に受注できない状況です。 

元気で動ける方、チームワークを大切に笑顔で前

向きにお仕事できる方、募集しています。お知り合

い、ご友人もご紹介下さい。 

※諸条件により必ずご紹介できる確約はありませ

んのでご了承下さい。 
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昨
年
、
情
報
公
開

に
つ
い
て
の
ア
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ケ
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に
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た
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意
見
等
を
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に
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て
、
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ま

れ
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 シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
三

月
一
日
号
の
発
行
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

会
員
の
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
号
は
、
七
月
一
日
号

に
な
り
ま
す
。
引
続
き

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 
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